
●●  多様な分野多様な分野で社会的課題解決に必要不可欠な製品を提供で社会的課題解決に必要不可欠な製品を提供
●● 新たな価値を創造し 新たな価値を創造し持続的に成長持続的に成長

Difference
「違い」

３つの強みが常識を超えた
「違い」を生み出す

ミネベアミツミの持続的な成長を生み出すのは、創業以来培われてきた３つの強みです。
これらの強みはそれぞれの競争優位性に支えられ、強化されてまいりました。
それらをさらに掛け合わせることで、他社にはない「違い」を生み、持続的に成長してまいります。

超高品質、高い価格競争力、圧倒的な供給力で事業を強化

超精密
加工技術

垂直統合
生産システム

グローバル
体制

ニッチな領域で高いシェアを確保、さらに多角化で高収益と高成長を両立

ニッチな
領域 

事業の
多角化 

集中と
選択

10のコア技術の相合とコア事業の相合でシナジーを創出

コア技術 コア事業
「8本槍」

相合の例：

P.44アクセスソリューションズ
P.42セミコンダクタ＆エレクトロニクス
P.40モーター・ライティング＆センシング
P.38プレシジョンテクノロジーズ

コア・サブコア戦略による有機的な成長
　当社の事業は、コア事業・サブコア事業・ノンコア事業に区分することができます。
　コア事業・サブコア事業の定義は以下のとおりです。コア事業・サブコア事業に該当しないノンコア事業はすでに事業
撤退し、現在は該当するものはありません。

コア事業「8本槍」は、事業同士での組み合わせによるシナジーも期待することができます。
以下の表は、コア事業と相互にシナジーが期待できる組み合わせを一覧にしたものです。

①巨大な市場において、ニッチ領域である
③技術革新があっても容易には置き換わらない

②当社の強みが活用できる
④製品間でのシナジーがある

ベアリング モーター アナログ
半導体

アクセス
製品 センサー コネクタ／

スィッチ 電源 無線／通信／
ソフトウェア

ベアリング ○ ○ ○
モーター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アナログ半導体 ○ ○ ○ ○ ○
アクセス製品 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
センサー ○ ○ ○ ○ ○ ○
コネクタ／スィッチ ○ ○ ○ ○
電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○
無線／通信／ソフトウェア ○ ○ ○ ○ ○ ○

コア事業の定義

①巨大な市場において、ニッチ領域である（コア事業と同じ）
③技術革新によって置き換わる可能性がある

②当社の強みが活用できる（コア事業と同じ）
④製品間でのシナジーがある（コア事業と同じ）

サブコア事業の定義

■ ８本槍の相合（自動車関連の例）

■ �コア・サブコア事業の 
売上高に占める割合

■�コア事業 
売上高

■�サブコア事業 
売上高

　サブコア事業は、現在はゲーム関連やスマートフォン関連の事業
が該当しています。
　技術力の向上や最新技術の獲得、キャッシュカウとしての収益の
最大化により、コア事業のさらなる強化と成長に貢献しています。
また、将来置き換わる可能性を考慮し、固定費の最小化や投資の加
速償却などをおこなうことにより、リスクを最小化しています。
　長期的にはコア事業にシフトし、業績ボラティリティの低減と、
リスクマネジメントの向上を両立させることを目指しています。 2029年3月期（目標）2023年3月期

売上高

1.3兆円

売上高

2.5兆円

ミネベアミツミの強み

ベアリング モーター アナログ半導体 アクセス センサー コネクタ／スィッチ 電源 無線通信ソフトウェア
HMI ○ ○ ○ ○
LATM ○ ○ ○ ○ ○
HVAC LIN ○ ○ ○ ○
カメラコネクタ ○

相合されている８本槍

HMI 
Human Machine Interface

触感フィードバックを
実現するシステム

LATM 
Limited Angle Torque Motor

LiDAR のミラーを
高速・高精度で制御

HVAC LIN
Heating, Ventilation, and Air Conditioning 
with Local Interconnect Network

エアコンの快適性・効率性を向上

カメラコネクタ
本多通信工業、ミネベアコネクト、
ミツミによる
トータルソリューションの提供

* 車載カメラ用
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強み③

相合して
シナジー創出

強み②

多角化で
ニッチ

強み①

コア事業の
強化
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